
 

 
 

クレーン機能付きドラグ・ショベルについては、労働安全衛生法施行令第1条第8号

に掲げる「移動式クレーン」の適用※１を受けるもので、クレーンモードに切り替えると

下図にあるような各種安全装置が作動する構造等となっており、それらを作動させずに

荷のつり上げ作業を行った場合は、機体の転倒やアームの損傷等のおそれがあり大変危

険です。 

また、クレーンモードに切り替えずに荷のつり上げ作業を行ったときは、労働安全衛

生法第20条第1項(労働安全衛生規則第164条第1項)※２の違反となる場合があります。 

クレーン機能付きドラグ・ショベルでの荷のつり上げ作業は、必ず「クレーンモード」

に切り替えて使用してください。※１、２ 裏面参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
むつ労働基準監督署 

クレーン機能付きドラグ・ショベルによる 

荷のつり上げ作業は、クレーンモードで!! 

 

クレーン機能付きドラグ・ショベルの各部の名称及び安全装置 
「クレーン 第41巻 4号 2003」(社団法人日本クレーン協会)より 

移動式クレーン表示ラベル 

格納式フック 

回転灯 

(ｸﾚｰﾝﾓｰﾄﾞ時点灯) 

最大つり荷重表示ラベル 

(フック近傍) 

バケット 

バケットシリンダ 

アームシリンダ 

(落下防止装置付き) 

ブームシリンダ 

(落下防止装置付き) 

定格荷重表 

過負荷制限装置 

(荷重表示器・警報ブザー) 

クレーン作業

ショベル作業

 

※ がクレーン機能付き

ドラグ・ショベルの特徴 



※1  「移動式クレーン」の適用について 

 クレーン機能付きドラグ・ショベルについて、クレーンモードに切り替えて荷のつり上げ

作業を行う場合は、有資格者の配置(図１)、作業計画の策定(図２)等の移動式クレーンとしての

措置を行う必要があります。 

 

必要資格 

 

作業の別 
運転業務 玉掛け業務 

(

ク
レ
ー
ン
モ
ー
ド
時) 

ク
レ
ー
ン
作
業 

つり上げ荷重 

５ｔ以上 
移動式クレーン運転士 

玉掛け 

技能講習修了者 

つり上げ荷重 

５ｔ未満 

小型移動式クレーン 

運転技能講習修了者 

玉掛け 

技能講習修了者 

つり上げ荷重 

１ｔ未満 

移動式クレーン 

運転業務特別教育 

玉掛け 

特別教育修了者 

(

ド
ラ
グ
・
シ
ョ
ベ
ル
モ
ー
ド
時) 

掘
削
作
業 

機体重量 

３ｔ以上 

車両系建設機械 
(整地・運搬・積込み用及び掘削用) 

運転技能講習修了者等 「ドラグ・ショベルモー

ド」での荷のつり上げ作

業は、原則禁止 
機体重量 

３ｔ未満 

車両系建設機械 
(整地・運搬・積込み用及び掘削用) 

運転業務特別教育修了者 

 

 

※2  労働安全衛生法第20条第1項(労働安全衛生規則第164条)について 

1  事業者は、車両系建設機械を、パワー・ショベルによる荷のつり上げ、クラムシェルに
よる労働者の昇降等当該車両系建設機械の主たる用途以外の用途に使用してはならない。 

2  前項の規定は、次のいずれかに
該当する場合には適用しない。 

一  荷のつり上げ作業を行う場

合であって、次のいずれにも

該当するとき。 

イ  作業の性質上やむを得な

いとき又は安全な作業の遂

行上必要なとき。(以下、略) 
 

 

「作業の性質上やむを得ないとき…」とは 

 移動式クレーン※を使用できるにもかかわらず、クレーン機能の無いドラ

グ・ショベルで荷のつり上げ作業を行うことは、「作業の性質上やむを得な

いとき…」には該当しないこと。※：クレーンモード時のクレーン機能付きドラグ・ショベルを含む 

図１ 図２ 

 


